「もし事故に遭ったら（緊急時の対応について）」

育成会事務局　大濵　浩文

7月下旬、育成会の障がいのあるご本人さんが、糸島市にて交通事故に巻き込まれました。
自転車で駅まで向かう途中、トラックと本人の自転車が接触し、そのまま横転。肋骨を２本骨折し、顔に裂傷を負う大怪我を負いました。
トラックの運転手は、警察に通報することなく、自転車を荷台に積み、近くの駅までご本人を運びました。その際に携帯電話を書いた連絡先のメモを渡されたのですが、後でその番号にかけると通じず、音信不通になっております。

・ご本人は、その後自転車に乗ることが出来ていません。
・警察は加害者を捜していますが、まだ見つかっていません。

こういう事案は許されるべきことではないことは言うまでもないですが、障がいのあるご本人が自分の身を守ることができるように、周囲の方々にお手伝いをお願いしたいところです。状況判断が難しい場面に遭遇すると、誰でも混乱し普段とは違う行動をとってしまうことがあります。事業所等での避難訓練・ご家庭での避難場所の確認と同様に、定期的な通報訓練や危機の対応の実践など、繰り返し実施して身に着けることができるようにご支援していただくことです。

①110番・119番に通報する。
②事業所・学校・家庭等に連絡する。
③周囲の人に助けを求める。
これらの一連の流れを身に着けていただくことをご支援ください。

そこで事務局で「緊急連絡カード」を作成しました。今後は皆さんにこのような形式での「カード」を持っていただき、有効活用していただくことを奨励いたします。　
緊急時の対応につきましては、事故・火災・不審者等、いつ自分に降りかかるかはわかりません。「ころばぬ先の杖」ということわざがありますが、ご家庭・グループホーム・法人・事業所等、皆で力を合わせて取り組むことができるよう努めて参りたいと思います。
今後は、通報までの手順書など、事務局発信で考えています。

障がいのあるご本人、保護者、支援員の方々など、現在行っている緊急時の対応の方法などをお知らせいただけると幸いでございます。

日本列島では、昨今自然災害あるいは人災が多発している状況であります。
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障がいのある皆様が、緊急時にスムーズに対応できるようになるようことを切に願い、筆を置きます。
